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FASTとDouble Star-TC1衛星の同時観測に基づく磁気嵐中のサブストームに伴う
broadband electronsの研究

Broadband electrons during storm-time substorm: Simultaneous FAST and Double Star-
TC1 observations
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Broadband electrons (BBEs)は、磁気嵐発生時に現れる、オーロラオーバル赤道側での広いエネルギー範囲 (0.05 eV-
30keV)にわたる電子フラックスの増大現象である。2004年 7月 25日の磁気嵐中、1355-1359 UTに˜61-66o ILATs、˜6
MLT、˜4000 km高度で FAST衛星が BBEsを観測した。このとき、Double Star-TC1衛星が FASTとほぼ同じMLT に位
置し、L= 5.7 (65o ILAT) の磁気赤道面付近を飛翔していた。

13:51 UT (BBEsが FASTによって観測された 4分前), TC1は local dipolarizationを観測した。低緯度の地上観測点で得
られた磁場データから、同時刻に positive H-bayが観測されていることからも 13:51 UTにサブストームが発生したと考
えられる。この時、TC1は沿磁力線上向きの電子、下向きのイオン、低周波波動 (˜100 Hz以下)の励起も観測していた。
13:52 UTからは、TC1によって˜0.5-30 keVの電子、イオンのフラックス上昇が観測されている。磁力線に対して 10度
以内の粒子は FAST衛星高度まで降りこむことができ、TC1で観測された電子の沿磁力線方向のフラックス強度は FAST
衛星によって観測されたフラックス強度と同等のものであった。ここで、FASTによって得られた BBEsのピッチ角分布
は、˜0.5-30keV以上の高エネルギー範囲ではフラックスは等方的に増加しており、˜0.5keV以下の低エネルギー範囲では
沿磁力線方向の電子フラックスが垂直方向のフラックスより強いことがわかった。以上の結果から、TC1で観測された
強い電子フラックスの沿磁力成分が FAST高度まで降り込み、ミラー運動の効果を受けたことで BBEsの等方的な高エ
ネルギー成分として観測されたと考えられる。また、BBEsの低エネルギー成分は TC1と FASTの間で沿磁力線方向に
加速されたと考察できる。TC1によって観測された˜0.5-30keVの高エネルギー粒子のフラックス上昇はサブストームオ
ンセットに伴うものであると考えられる。高エネルギー粒子データから、この時のサブストームに伴った粒子注入によ
るエネルギー分散は見られず、地球方向のイオンフローも観測されていない。これらの観測結果から、高エネルギー粒
子はサブストームオンセットに伴い、L= 5.7付近の内部磁気圏において加速・加熱されたものと推察される。


